
国立民族学博物館名誉教授称号授与規程 

 

平成１６年７月２７日 

規程第  ２１  号  

 

（趣旨） 

第１条 人間文化研究機構組織規程（以下「組織規程」という。）第１８条に規定する国立

民族学博物館（以下「本館」という。）名誉教授の称号授与については、この規程の定め

るところによる。 

（選考） 

第２条 名誉教授の選考は、組織規程第１４条に規定する運営会議において行う。 

（資格） 

第３条 名誉教授の称号は、次の各号のいずれかに該当する者のうちから選考により授与

する。 

一 本館の教授として１５年以上勤務し、本館の目的達成上顕著な功績のあった者 

二 本館の長として功績のあった者 

三 本館の教授として勤務し、第１号に規定する勤務年数には満たないが、本館の目的 

達成上又は学術研究上特に顕著な功績のあった者 

（勤務年数の通算等） 

第４条 次の各号に掲げる年数は、前条第１号又は第３号に定める勤務年数に通算するこ

とができる。ただし、本館の教授として５年以上勤務した者に限る。 

一 大学又は大学共同利用機関等（以下「大学等」という。）において教授として勤務し

た年数 

二 本館又は大学等において助教授又は准教授として勤務した年数は、その３分の２の

年数 

（称号の授与） 

第５条 名誉教授の称号の授与は、別紙様式の辞令書を交付して行う。 

（その他） 

第６条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は館長が定める。 

附 則 

この規程は、平成１６年７月２７日から施行し、平成１６年４月１日以後に退職する者か

ら適用する。 

附 則 

この規程は、平成２２年４月１日から施行する。 
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